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ビチエン酸 (111),アビェテン酸 (IV)は,暗所で N2
下でも,クロロホルム中 に保つと異性化を行い,辛


















































































































































































トを合成し, タケリグニン中の カー クマール酸のエ
ステル結合の様式を調べた｡前者はアシドリンスに
より容易に加水分解されたが,後者は比較的安定で
あった｡ タケ MWL を同じくアシドリンスしたと




















































































































































































































島地 謙 :木材の組織 (共著),森比出版 (1976).
木材組織全般を14章に分けて解説した中で,第1
形成層,第10章あて材,第12章樹皮の組織,第13章
単子葉樹材の組織などについて概説した｡
(木材生物部門)
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